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砲丸投の学習における一研究（第2報）

斎藤重徳＊・大谷和寿＊

　　Sh1genor1SAIT0and．Kazutosh1OHTANI

AStud．yontheLearn1ngofShotPut（Part2）

　　Iは　じ　め　に

　　　　　　1）
　前回の報告では，砲丸投の学習をおこなうことによっ

て記録や動作にその効果をみとめることができた。そこ

で，さらに同じ実験を繰り返すことによって砲丸投の記

録や動作に新たにどのような変化が生じるかを究明しよ

うとしたのが，今回の報告である。

　前回おこなった実験を実験Iとし，今回おこなったも

のを実験1皿として報告している。研究の方法等について

は，各種測定，学習方法，被験者等前回と全く同じ方法

でおこなったが，学習時期だけが異なり，実験Iの終了

後約1ケ月経てから実験皿1を開始した。また，被験者の

都合により実験1皿が実施できなかった4名を削除して考

察をおこなった。したがって，研究の方法等についての

記載は省略する。

II結果および考察

1．砲丸投の記録の変化

　学習を行った非利き腕側の記録の変化を図1，表1か

らみると，実験Iにおいては全般的に学習回数が増すに

つれて記録の向上がみられたが，実験1皿では5日目をピ

ークに6日目以後は徐々に下降を示した。また全体の記

録をながめてみると，実験Iより実験1Iの方がかなり良

くなっており，しかも実験Iの最高であった学習後の記

録よりも実験1皿の最低であった学習前の記録が3．2cm

も上まわっている。しかし，記録の伸び率においては実

験Iが4．6％，実験皿1が1．8％と実験Iが高かった。非

利き腕側の学習前における実験Iと実験1皿との差は，実

験1皿が41．9cmの伸びをみせており，この差はt検定に

より1％の危険率で有意であった。また，最高記録にお

いても実験1皿が50．8cmの伸びを示し，この差も1％の

危険率で有局であった。
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　次に，学習を行わなかった利き腕側についてみると

（図3を参照），非利き腕側の場合と同じように実験I

よりも実験1皿が記録的に上まわっている。学習前後の差

をみると，実験Iでは学習後に37・1cmの記録の伸び

がみられ，この差は1％の危険率で有局であり，実験n

でも同じように28・8cmの伸びがみられ，これも5％

の危険率で有意であった。また，実験Iと実験1皿の差を

みると学習前では実験1皿において36．1cmの伸びがみ

られ，この差は5％の危険率で有局であったが，学習後

においては有意差はみとめられなかった。これらの図や

表をみてわかるように，非利き腕側による学習がそれを

行わなかった利き腕側に良い結果をもたらしているとい

える。このように，身体の片側の器官を用いてなされた

学習が反対側の器官に転移する現象を，スイフト（Swift，

E　J）やマノ（Mlum，N　L）は両側性転移と呼ぴ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）
クック（COok，T．W．）は交叉教育と呼んでいる。

2．砲丸投動作の変化

　砲丸投動作の軌跡を図1からみると，実験Iでは利き

（・m）

900

880

860

840

874．4

832．5＼．　、・’

　　　、♂’
　　　823．4

．〆

908．1　　　　　実験n

’σ

889．2

　■　　871．2
■　　実験I

十第端弗弔粥第第学習1　2　　3　　4　　5　　6　　7　習
＾日
削）日　日　日　日　日　日　f麦

　図1　砲丸投の記録の推移



表1　被験者全員の砲丸投の記録 （単位Cm）
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実　　　　験　　　　I

利き腕

学習前

850

915
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841

1054

1184

893
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939

916

897

1190
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786
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814
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学習後

934
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1132

828
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131．63

非　　　利　　　　き　　　腕

第1日

703

800

835

736
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781
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第3日
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第6日
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1最高値
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非　　　利　　　き　　　腕
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815
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1036
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1第・日
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882

878

836

1103
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1078

889．9

125．33
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　　　U定
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表2　被験者全員の砲丸投動作のスピード

利　　　　　　　き　　　　　　腕

実　　　験　　　I 実　　　験　　　1皿

学習前　学習後　学習前後の　学習前　学習後

㍗投げ㍍投げ鷲）ζ引投1ナ㍗投げ

O．41

0，45

0，45

0，50

0，37

0，45

0，58

0，45

0，75

0，54

0，37

0，37

0，33

0，37

0，58

0，37

0，50

0，41

0，58

0，33

0，50

0．41

O．45

0．102

O．58　　0，50　　0．50　　　　　　82

0，41　0，45　　0．45　　　　17

0，45　　0，45　　0．41　　　　　89

0，62　　0，50　　0．62　　　　　92

0．50　　　　一　　　　一　　　　　　51

0．41　　　　一　　　　一　　　　　　35

0，45　　0，33　　0．37　　　　19

0，54　　0，33　　0．33　　　　－53

0，58　　0，29　　0．33　　　　　45

0，45　　0，33　　0．33　　　　　　80

0，45　　0，33　　0．29　　　　　55

0，45　　0，54　　0．41　　　　137

0，41　0，37　　0．37　　　　56

0，25　　0，41　　0．29　　　　－66

0．25　　　　一　　　　一　　　　　　42

0，29　　0，33　　0．45　　　　　　82

0，29　　0，41　　0．33　　　　　15

0，37　　0，45　　0．37　　　　　　　6

0．33　　　　一　　　　一　　　　一47

0．37　　　　一　　　　一　　　　一34

0，33　0，25　0．33　　　　103

0，29　　0，37　　0．25　　　　　9

O．41　　0，38　　0．37

O．108　0．083　0．089

0，37　　0，33　　0，50　　0，33

0，50　　0，25　　0，37　　0，25

0，37　　0，33　　0，37　　0，29

0，41　　0，37　　0，41　　0，37

0，37　0，29　　0，41　0，25

0，37　　0，25　　0，37　　0，25

0，45　　0，33　　0，41　　0，29

0，41　　0．29　　　　　　　　　－

O．41　0，33　　0，41　0，25

0，33　　0，33　　0，45　　0，29

0，37　　0，29　　0，41　　0，25

0，45　　0，37　　0，45　　0，37

0，50　　0，29　　0，41　　0，27

0，33　　0，25　　0，27　　0，20

0，45　　0，25　　0，41　　0，25

0，50　　0，37　　0，41　0，29

0，41　0，37　0，37　0，37

0，37　　0，33　　0，50　　0，29

0，37　　0，37　　0，45　　0，29

0，37　　0，37　　0，41　　0，29

0，29　　0，29　　0，33　　0，25

0，41　　0，25　　0，33　　0．25

O．40　　0，31　　0，40　　0．28

O．056　0．0450．051　0．045

学習前後の

記録の差

（後一前）

　　8

　36

131

　35

　70

　40

－28

－9

　59

－34

－9

　22

－24

　69

118

　31

－8

－49

　　8

　30

　27
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（単位　SeC．）

非　　　　利　　　　　き　　　　腕

実　　　験　　　I

学習前
グラ

イド

O．58

0，33

0，54

0，45

0，50

0，37

0，50

0，50

0，50

0，87

0，50

0，58

0，58

0，45

0，66

0，29

0，37

0，37

0，58

0，41

0，75

0．45

O．49

O．137

投げ

O．41

0，41

0，50

0，58

0，45

0，37

0，45

0，45

0，58

0，37

0，50

0，33

0，33

0，29

0，33

0，37

0，37

0，41

0，37

0，37

0，37

0．27

0．40

O．080

最高記録

グラ

イド

O．50

0，62

0，50

0，45

0，54

0，45

0，37

0，33

0，54

0，45

0，37

0，41

0，41

0，41

0，50

0，33

0，37

0，33

0，50

0，41

0，33

0．29

O．42

O．085

投げ

O．45

0，41

0，41

0，58

0，41

0，33

0，45

0，29

0，50

0，37

0，33

0，29

0，33

0，20

0，33

0，33

0，33

0，41

0，33

0，33

0，29

0．29

O．36

O．083

学習前と最

高値の差

（最高前）

67

24

146

92

119

107

27

128

112

69

59

41

16

12

65

38

62

36

18

18

52

18

実　　　験　　　皿

学習前
グラ

イド

O．45

0，33

0，33

0，41

0，41

0，37

0，29

0，41

0，41

0，50

0，41

0，37

0，37

0，37

0，41

0，50

0，37

0，41

0，62

0，37

0，37

0．37

O．40

O．069

投げ

O．29

0，33

0，29

0，37

0，29

0，20

0，29

0，29

0，29

0，25

0，25

0，37

0，37

0，25

0，25

0，29

0，37

0，41

0，37

0，37

0，29

0．29

O．30

O．054

最高記録

川投げ

O．37

0，37

0，37

0，58

0，58

0，41

0，41

0，37

0，37

0，37

0，37

0，41

0，37

0，37

0，41

0，45

0，33

0，33

0，54

0，45

0，37

0・41

0．40

O．071

O．33

0，29

0，29

0，37

0，25

0，20

0，25

0，33

0，29

0，25

0，25

0，33

0，33

0，20

0，25

0，25

0，33

0，33

0，33

0，33

0，33

0．29

O．29

O．047

学習前と最

高値の差

（最高一前）

　9

53

114

54

66

23

63

40

34

100

54

103

117

155

87

131

22

20

93

14

66

102
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18 砲丸投の学習における一研究（第2報）

一一一一一一一　学習前

　　　　　　学習後及び最高記録時

　　　　　　門脇成
　　　　　　　（利）
砲丸

、∠

△

（））

（利）

（非利）

学習前の「投げの構え」の砲丸と腰の位置

学習後及び最高記録時の「投げの構え」の砲丸と腰の位置

利き腕側の軌跡

非利き腕側の軌跡

白根　　　　　　　　　　　畑中
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／
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　（非利）

　　　　　、　　　　　　、　　　　　　　●　　　　　　、、’

図　2 〔実験I〕
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20 砲丸投の学習における一研究（第2報）

腕側，非利き腕側とも全般的に始動の局面での沈み込み

が学習によって深くなる傾向にあった。しかし，実験1皿

では実験Iほどには顕著にあらわれなかったが，非利き

腕側では学習後に沈み込みの傾向がみられた。浜田等の

研究報告によると，沈み込みが深いほど運動の軌道が長
　　　　　　　　　3）
くなると報告している。このことから，学習により効果

的な動きに変化しているといえる。

　グライドの局面においても，学習することによって全

般的に腰の上下動が小さくなり，スムーズな動きとなっ

てグライドの時間の短縮に結びついていると考えられ

る。しかし，被験者の中にはグライドの時間が長くなっ

たにもかかわらず記録の向上がみられるものがあった。

これは，ただ単に動くスピードが遅くなったものとは異

なり，深い沈み込みから長い距離をグライドするように

変化した結果と，振り出し脚がうまく先行されるように

なった結果と考えられる。このように，グライドの時間

が長くなり，しかも砲丸投の記録が伸びた例は実験πの

非利き腕側において多くみられた。

　投げの局面を軌跡からみると，実験1Iの非利き腕側に

おいて砲丸が手から離れる位置が高くなっている傾向が

みられ，記録の向上に結びついていると考えられる。

3．砲丸投動作のスピードの変化

　表2，表3と図4から砲丸投動作のスピードについて

みると，学習前後の差は実験I，実験皿または利き腕，

非利き腕側においても学習後の方が速くなっている。な

かでも，実験1Iよりも実験Iにおいてその差が大きくあ

らわれた。また実験Iと実験1皿を比較してみると，実験

1皿が全般的に動きが速くなっており，しかも利き腕側と

非利き腕側どの差がほとんどなくなっている。

　投げの局面をみると，学習後は速くなっており，砲丸

の投げ出しがよりするどく行われるようになったといえ

る。実験皿1の非利き腕側においては，砲丸が手から離れ

｛SeC）

0．2

03

04

図3

（㎝）

1050

1000

1050．8

1022．O　　　　1

♂

985．9

／実験1＼

　　　　学　　　　　学

　　　　習　　　　　習

　　　　前　　　　　後

砲丸投の記録の推移（利き腕側）

実験I

利き腕

！　！
◎’

掌習前

挙習後又最商記録時

　　；1…剰jき呵宛

二／
♂

グ　　投　グ　　投　　　　グ　　投

イ　　　　イ　　　　　　　イ

ド1ザド〕　　ド1ザ）　　　）　　　　　　　）

図4　砲丸投動作のスピード

グ　　投

ド　　　げ

）

表3　砲丸投動作のスピードの平均値
（単位SeC．）

＼

＼ 利 き 腕 非 利 き 腕
＼

＼
＼ 学 習　前 学 習 後 学 習 前 最高記録

’＼
グライド 投げ

グフイド　十投げ

グライド 投げ
グフイド　十投げ

グライド 投げ
グフイド　十投げ

グライド 投げ
グフイド　十投げ

実
験
I

M
e
a
n
S
．
D

O
．
4
5
0
．
1
0
2

O
．
4
1
0
．
1
0
8

O
．
8
7
0
．
1
6
1

O
．
3
8
0
．
0
8
3

0
，
3
7
0
．
0
8
9

O
．
7
6
0
．
1
5
3

O
．
4
9
0
．
1
2
7

0
，
4
0
0
．
0
8
0

O
．
9
1
0
．
1
5
1

O
．
4
2
0
．
0
8
5

O
．
3
6
0
．
0
8
3

O
．
7
9
0
．
1
4
3

実
験
■

l
M
l
e
a
n
S
．
D

O
．
4
0
0
．
0
5
6

O
．
3
1
0
．
0
4
5

O
．
7
1
0
．
0
7
4

O
．
4
0
0
．
0
5
1

O
．
2
8
0
．
0
4
5

O
．
6
8
0
．
0
8
3

O
．
4
0
0
．
0
6
9

O
．
3
0
0
．
0
5
4

O
．
7
1
0
．
0
9
0

O
．
4
0
0
．
0
7
1

O
．
2
9
0
．
0
4
7

O
．
7
0
0
．
0
8
8



斎　藤重 徳・大　谷　和　寿 21

表4　被験者の身体的特徴
（n＝22）

＼∵定条件習学1回目
　　　　　　＼　　利き腕側　非利き腕側測定項目　　　＼

身　　長（cm）　　　　171．81土4，943

体重（kg）　　61．64±5，113
胸囲（cm）　　86．84士3，682
前腕囲（cm）　25．12士1．484　24．45士1，126
屈曲上腕囲（cm）　　28．88±1．670　　　28．21土1，401

下腿囲（cm）　36．06士2．111　3591±2164
大腿囲（cm）　51．82±2．727　51．63士2，569
足底屈曲力　（kg）　　76．6士14．99　　　77．1±17．11

下腿伸展力　（kg）　　56．3±10．72　　　56．9士10．84

大腿伸展力　（kg）　　66．6土14．93　　　67．O土15．97

手首屈曲力　（kg）　　18．6士4．50　　　17．1±3．88

前腕伸展力　（kg）　　21．8±4．77　　　20．3±3．64

背筋力（kg）　　　144．5士23．30

学　習　2　回　目

利　き　腕　側 非利き腕側

171．86士4．905

61．75±4．912

87．65±4．139

25．11±1．030

28．77±1．210

36．41＝』1．548

52．17士2．457

85．8　土19．65

51．9　±10．63

70．9　±15．25

17．2　±　3．66

22．O士4．17

24．52士O．907

28．06±1．163

36．39±1．675

51．96士2．484

85．5士16．74

53．5士11．85

70．7　±14．81

15．6±3．66

21．5　土　3．73

130．9　±17．73

Va1ues　aremeans±S．D．

る位置が高くなっており，しかも投げ出しがするどくな

っていることから，記録の向上につながったと考えられ
る。

　図4をみてわかるように，学習をおこなった非利き腕

側と学習をおこなわなかった利き腕側との形が非常に似

かよっている。砲丸投の記録において両側性転移をみと

められたが，動作の面からもそれをみとめることができ

る。

4．被験者の身体的特性は，表4に表わしたとおりであ

　る。
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HI　ま　　と　　め

　砲丸投の非利き腕側による学習は，学習をおこなわな

かった利き腕側にも学習の影響をもたらすという両側性

転移の現象が，実験Iや実験皿においても記録や砲丸投

動作の変化からみとめることができた。

　砲丸投の記録は，全般的に実験1皿が高くなっている

が，学習前後における記録の伸びは実験Iが大きかっ
た。

　砲丸投動作は，非利き腕側の学習後の動きが利き腕側

の動きに似かよってくる傾向にあった。その傾向は実験

1皿においてより強くみられ，学習回数が増すにつれて非

利き腕は利き腕側の動きに近づいているといえる。

　砲丸投動作のスピードについても同じ結果がみられ，

実験1皿の学習後においては利き腕側と非利き腕側との差

がほとんどなくなった。




